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１．背景とこれまでの課題

原油高騰による世界的なバイオエタノール増産や、干ばつ等の影響でトウモロコシ・大麦・大豆粕等の

穀物相場が急騰し、これらを原料とする配合飼料価格の高騰が農家経営を圧迫している。この経営リスクを

軽減するためには、穀物の代替となる飼料原料を見いだすことが重要である。

ただし、高品質雌和牛肉の生産を目指すブランド牛肥育において、餌の内容を利用経験がない素材等へ

安易に替えることはリスクが大いため、肥育農家では代替原料の利用は普及しておらず試験研究機関での

実証が急務である。

今回はバイオエタノール生産時に産出される副産物のＤＤＧＳ（ジスチラーズ・グレイン・ウィズ・ソ

リュブル）に着目し、これがブランド牛生産に利用できるかを検証した。

２．成果の概要

肥育後期（肥育開始後４８週以降、約２０ヶ月齢以降）において、ＤＤＧＳを１５％まで原料として配

合しても１日増体量、飼料摂取量ともに慣行飼料を使用した場合と遜色ないことが実証できた。

また、枝肉の成績についても差は認められず、ＤＤＧＳは１５％まで配合しても問題がないことが判明

した。

脂肪質については、不飽和脂肪酸割合が１０％区で対照区に対し有意に高くなったことから、１０％程

度の混合割合が脂肪質にとっては有効に働く可能性が示唆された。

３．成果の慣行技術への適合性と経済効果

（１）トウモロコシや大豆粕が再度高騰した場合や入手困難となった場合でも、ＤＤＧＳで置き換えるこ

とができるため安定生産が可能となる。

（２）不飽和脂肪酸が高い牛肉生産ができることで枝肉の評価が高くなる。

４．普及上の留意点

（１） 同じＤＤＧＳでも輸入元の工場が変わると成分が大きく変わる。使用前に成分を分析してから利用する

とともに、輸入元工場を特定して入荷することが重要。

（２）ＤＤＧＳには硫黄がはいっているため、多給は避けた方が良いと言われている。１５％までは問題

ないことが実証できたが、これ以上の多給は試験による実証が済んでからするべきである。
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